
空間自己相関モデルにおける空間構造と近接行列
－一方向的な影響を表現する近接行列－

○東北大学　大学院情報科学研究科　　横井　渉央
　東北大学　大学院情報科学研究科　　安藤　朝夫

本論文では、地価への空間自己相関モデルの適用を例に、空間構造の近接行列による特定化について検討した。特

に空間的に双方向的な相互依存関係ではなく、(時系列分析に類似した) 一方向的な影響を表現した方が適合性が

高い場合があることを確認した。空間的依存関係はごく一般的に存在すると推測される一方、計量経済学的分析

において空間自己相関モデルが採用されることは多くない。本論文の結果は、その原因の一つとして従来の研究

での相互依存の仮定が強すぎたという可能性があることを示唆している。

1 はじめに
時系列分析の応用から始まった空間自己相関モ

デルは、サンプル間の残差についての通常は無視さ
れる共分散構造をモデル化するものである。地価の
分析への適用は特に 1990年代から行われている。
一般に空間自己相関モデルにおいては相互依存

関係が仮定され、地価についてのモデルも例外で
はない。しかし、現実にはサンプルの間の関係は
すべてが両方向的ではなく、一方的な関係を考慮
した方がよいと思われる場合もある。例えば、東
京都心から郊外への地価波及モデルが挙げられる。
そこで本稿では地価への空間自己相関モデルの

適用等を例に、空間構造の近接行列による特定化
について検討する。特に空間的に双方向的な相互
依存関係ではなく、(時系列分析に類似した)一方
向的な影響を表現する場合の適合性を確認する。

2 空間自己相関モデルと近接行列
(1) 空間自己相関モデルの概略

まず、Anselin and Bera (1998)、堤他 (1998)等
に依拠しつつ概略を示そう1。通常の回帰モデルは
次式で示される (y, X, εは、それぞれ被説明変数
のベクトル、説明変数の行列、誤差項のベクトル
である)。2

y = Xβ + ε, ε ∼ IID(0,σ2) (1)

空間自己相関モデルには、おおまかに言って、空
間効果モデル (SEM: Spatial Effect Model)と空間
外乱モデル (SDM: Spatial Disturbance Model)の
区別がある。前者は、被説明変数自体が相互に依存
関係にある状況であり、いわば同時方程式的なモデ
ルである。後者は、モデルに含める事のできない
何らかの説明変数が空間的に相関している状況で
あり、誤差項の共分散構造を考えるモデルである。

1 他の概論としては、Anselin (2003)が挙げられる。また、日本
語で書かれた概論としては肥田野 (2000, pp. 132–135)、 地
理情報システム学会 (2004, pp.214–221:小長谷一之「空間計
量経済学」・「空間的自己回帰モデル」) がある。

2 X の第 1列の要素が全て 1であれば、定数項を含むモデルと
なり、推定結果で β の第 1要素が定数項の推定値となる。
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